










はじめに

思春期における赤ちゃんとの触れ合い体験学習の効果測定に際しては、次の 2つの視点が

必要と考える。すなわち A:体験学習が思春期の自我発達や社会性の発達の中にどのよう

に位置づけられるのか、B:体験学習が成人後の親役割の受容と実行にどのような効果を発

揮しうるのか、の 2点である。

ところで、体験学習に費やされる時間はきわめて限られている。限られた時間内の体験学

習がそのまま親になることへの受容や親となってからの子育ての実践につながるとするに

は無理があるように思われる。しかし、体験学習を契機として思春期の自我発達になんら

の変化が生じ、それがその後の生活環境への関わり方やライフスタイルに対する認知に影

響を及ぼす可能性は充分に考えられるところであり、それが結果的に成人後の親役割受容

へとつながっていくものと考えられる。そのためにも、まず体験学習に臨む段階で、思春

期の人たちが、親になることや子どもに対してどのような認識をしているかを明らかにす

ることが必要であり、それが明らかにされることは体験学習のプログラミングに際しても

有効であると考える。

以上のような問題意識から、本研究は上記 Aに関わる問題点の把握を目的とし、具体的に

は思春期における親役割受容に対する意識の概略とそこに関与する要因を検討するために

以下の 3つの研究を実施した。

(1)思春期・青年期は社会通念にも大きく影響を受ける時期である。子どもを産むこと、

親になることに関して、社会一般の人々の意識を把握するための調査を実施した。

(2)「親になること」に対して、思春期青年期の男女がどのような認識をもち、そこにど

のような要因が関与しているかを把握するために、親としての発達に関する心理学的研究

について文献的に研究を行った。

(3)「親になること」への志向が自己のライフスタイル志向とどのような関連にあるかに

ついて、大学生女子を対象とした調査を実施した。


